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住 宅 防 火 元 年

なぜ今 「住宅防火」なのか

最近,消 防庁の施策の中に 「住宅防火」と

か 「住宅火災による被害,特 に人命被害を防

ごう」という言葉が目立っていることにお気

付きの方も多いと思う。

「火の用心」という言葉が日常語になって

いることを考えてもわかるように,何 百年も

前から火災から財産や生命を守ること, とり

わけ出火防止は日本人の生活の基礎的な行動

規範のひとつであり,そ のためのノウハウの

蓄積やそれを世代を超えて継承していく努力

も, 日本人が誇るべき 「文化」の
一つと言っ

てもよいものであろう。しかもそれらのノウ

ハウの大部分は, 日常の家庭生活に関するも

のであり,い まさらなぜ 「住宅防火」などと

大上段に構える必要があるのだろうか, と疑

間に思う方もおられる

かも知れない。

我々が 「今こそ住宅

防火」と考えて,今 後

の消防庁の最も重要な

施策の一つとして取り

上げていこうとしてい

る理由は大きく分けて

三つある。

第 1は高齢化社会を

迎えて火災による死者

自治省消防庁予防課
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が大幅に増える可能性があること,第 2は 日

本の住宅の火災による死者の発生率が,デ

パートなど他の用途や外国と比較すると突出

しており,今 では日本の住宅が最も火災によ

る人命危険の高い建物になってしまっている

のではないかと考えられること,第 3は 社会

や技術の変化により住宅防火に関する新しい

ノウハウが必要とされているのに完全には対

応できないでおり, またノウハウを次の世代

に継承していくシステムも崩壊 しつつあるの

ではないかと考えられることである。

消防庁では,以 上のような認識のもとに昭

和62年度から3年間にわたって 「住宅防火対

策検討委員会 (委員長 岸谷孝一日本大学教

授)」において研究を続けてきたところであ

るが,このたび「住宅防火対策研究報告書 (以

(昭和63年 中)
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放火自殺者を除いた死者の年齢別

人口10万人当たりの死者数
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図 2 火災による死者 (除放火自殺者)数 の推移 (火災による死者の実態について)

下「報告書」という)」の形でまとまったので,

その内容を含めて,住 宅防火についての考え

方を整理してみることとしたい。

高齢化社会と火災

火災による高齢者の死亡率は極めて高い

(図1参 照)。火災による死者 (放火自紋者

を除く。以下同じ。)数 は昭和50年頃から15

年間も横這い又はやや減りぎみであった (図

2参 照)の だが,今 後高齢者が急増する時代

を迎えることを考えると,火 災による死者は

それに比例 して増えていくのではなかろう

か。こう考えて,年 齢別人口10万人当たりの

死者発生率と人口動態推計とから将来の火災

による死者数を推計してみると,2010年 には

火災による死者数は約2,000人に上 り,1984

年～1988年の 5年 間の平均 (1,187人)に 比

べて813人(68%)も増加することになり,70

才以上の高齢者に限ると,最 近 (409人)に比

べて2.5倍(1,000人)にも達すると考えられる

のである。

高齢者はなぜ火災による死亡率が高いのだ

ろうか。報告書では昭和58年から昭和62年の

5年 間の住宅火災の死者 (3,629人)について

分析を行い,こ の問題についても興味深い結

果を多数示している。

①3,629人のうち65オ以上の高齢者は1,733

人 (47.8%)である。

②そのうち半数の875人 (50.5%)は身体

に何らかの不自由がある。

③火災時に本人が住宅内に1人でいたのは

1,843人(50.8%)である。

④そのうち1人暮らしが899人 (48,7%),

家族が別棟にいた者が186人 (10.0%),

家族が留守だった者が758人 (41,1%)

である。

⑤死者の発生数が多い時間帯は,通常は夜

間であるが,家 族が留守で
一人でいた場

合は昼間である (図3参照)。

③戸建木造住宅火災による死者が2,591人

(71.4%)ある (図4参照)。

②戸建木造住宅の死者発生率は戸建防火木

造の 3倍 ,戸建耐火造の 7倍 に達する(図

5参 照)。

③出火箇所と同じ場所で死亡していた者は

2,058人(69.1%)である。
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③そのうち自力避

難が困難であっ

た 者 が 5 9 4 人

(2 3 . 7 % ) ,  逃

げようとして逃

げ切れなかった

者 が 374 人

(14.9%), 着

衣に着火してし

まった者が349

人 (13 . 9 % )で,

合 計 1 , 3 1 7 人

(6 4 . 0 % )であ

る。

①布団類に着火し

た火災で死亡し

た 者 が 8 4 3 人

( 2 3 . 2 % )ある。

①そのうち自力避

輔ほロヨ関に程争は408

図 3 -人 事 し等の状況別 ・時間帯別死者発生状況

戸 建 木 造

戸 建 防 火 木 造

戸 建 耐 火 造

共 同 住 宅 木 造

共同住宅防火木造

共同住宅耐 火造

― Total:3,629(1000%)一

図 4 住宅形式 ・構造別にみた死者火災発生状況

戸 建 木 造

戸程 防 火木造

戸 建 耐 火 造

共同住宅 木造

共同住宅
防火木造

共同住宅耐火

人/100万 戸 ・年

図 5 住宅形式 ・構造別にみた火災による死者発生率

注 1)火 災による死者数は昭和58～62年の平均である。
と 2)住 宅数は,昭 和58年住宅統計調査による。

5 4

5 1
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人 (48.4%),自 力避難制約者 (自力避

難困難者及び避難行動に制約がある者を

いう)は 627人 (74.4%)で あり, 自力

避難制約者で独居又は介護手薄だった者

が387人 (45.9%)で ある。

②843人のうち,煙 草の火が着火したケ
ー

スカと90人 (58.1%),暖房器具の火が着

火したケースカ老37人 (28.1%)で ある。

○火災を発見するのが遅れて死亡したのは

1,024人 (28.2%)あ るが, このうち健

常者が476人 (46.5%)お り,健 常者の

死者 (1,108人)の 43.0%を占めている。

これらの結果をとおして見ると,高齢者が

①古い木造住宅に②
一人でいて,③煙草の火

やストーブの火が④布団に着火し,⑤身体が

不自由だったために,⑥逃げようとしても逃

げられずに死亡する, というパタ
ーンが浮か

んでくる。

このような結果となるのは当たり前のよう

に見えるかも知れないが,筆 者などにとって

は一種のショックである。

筆者の理解では,「防火消防調査委員会」

の報告書 「アメリカ・バ
ーニング」で有名な

アメリカやそれを参考にしたと思われるカナ

ダでは,「火災で死者が発生する典型的なパ

ターンは①夜, 2階又は3階の寝室で寝てい

る時に,②階下で発生した火災が拡大し,③

気付いた時には避難路がなくて,死亡すると

いうものである」という考え方が前提で,そ

の結果,①住宅における各室の区画性能の向

上,②内装の不燃化,③煙探知器の設置 (特

に聴室前や階段上部への設置)な どが住宅防

火対策の基本となっており, 日本においても

基本的には同様の考え方でいけるのではない

か, と思っていたからである。

ところが, 日本の典型的な死者の発生パ

ターンは,ア メリカやカナダと比べてはるか

に貧しいものであり,「孤独な老人が木造住

宅の狭い部屋で古い石油スト
ーブで暖を取り

ながら万年床に横たわっている」というイ

メージが強く,火 災が発生する部屋と死亡す

る部屋とが異なっていることを前提としてい

るアメリカやカナダのような住宅防火対策を

行っても, 日本の火災による死者の多数を占

めるこのような層に対しては効果が薄い,と

いうことがわかったのである。

このような層に対しては,む しろ,① 防炎

布団の使用,② 可燃物が接触しても燃え出さ

ない安全な暖房器具の使用,③ 火災警報機の

設置とその作動によりすぐにかけつけて助け

出す救出体制の整備,な どといった対策か,

④家庭用のスプリンクラ
ーのような自動消火

設備の設置などの対策力
S必要なのである。

報告書では,前 述の分析をもとに,住 宅の

実態に応じてきめ細かな対策のメニュ
ーを作

るとともに,そ の対策を講じた場合に死者が

どの程度低減するかについて推計 している

(別表参照)。ちなみにこれによれば,上 記

①～③の対策を講じると,独 居老人世帯の場

合には死者は83.9%も減少することになる。

報告書ではさらに,個 々の住宅の実態を診

断して適切な防火対策を提示する
「防災診断

手法」についても検討し,高 齢者家庭等を中

心に消防機関が積極的に防災診断を行って防

火対策を推進していく方法論を提唱してお

り,こ れらにより,低 減目標を設定して防火

対策を推進している
「アメリカ・バーニング」

並の政策展開が可能になるとしているのであ

る。

N。.221990(秋季)
―- 29 -―



（ぺ
）
引
本
弔
∞
冊
電
尊

ｏ
革
∞
　
　
　
　
　
（ぶ
革
Ｇ
で

糸
窒
鳴
）
凹
部
韓
瑠

へ韓
景
控

十
く
畳
回
や
十
駅
韓
は
さ
細
榔
⑥

ｏ
お
∞
　
照
煮
当
基
ミ
曜
ヽ
ぺ
十

＜
裡
蕊
皿
十
怒
畳
照
照

Ａ田
終
○

崎
．「∞
　
　
　
照
々
習
畳
ミ
唯

Ｋ
代
十

（ぶ
翠
Ｇ
台
糸
墨
壇
）

廻
部
韓
瑠

卜韓
憲
控
十
黙
基

照
常

卜日
博
十
蚊
韓
は
さ
細
部
⑥

い
　
〇
∞

く
輝
温
皿
十
怒
基
照
常

Ａ回
博
○

０
さ
∞
　
　
　
　
　
（ぶ
革
Ｇ
な

糸
墨
増
）
凹
郎
韓
瑠

、韓
Ｒ
笹

＋
く
畳
□
や
十
球
韓
副
偶
細
林
⑥

寸
ぶ
∞
　
無
煮
ヨ
畳
ミ
唯
Ｋ
代
十

＜
浬
蕊
皿
十
く
基
照
ヽ

ぃ田
や
○

ｏ
ド
、
　
　
　
　
　
（ぶ
革
Ｇ
せ

代
埜
鳴
）
廻
黙
韓
瑠

卜難
憲
笹

十
慧
畳
回
博
十
球
韓
測
偶
細
ぷ
⑥

∞
．「∞
　
照
者
↓
退
ミ
曜
ヽ
代
十

く
輝
蕊
田
十
く
還
照
常

Ａ回
や
○

卜
も
卜
　

（ぶ
革
Ｇ
せ
冬
窒
丹
）

廻
黙
韓
瑠

へ韓
長
樽
○

（ぺ
）
鰹
騨
稲

卜
冊
英
尊

ド
ド

（ぶ
革
Ｇ
お
余
査
丹
）
凹

蝋
韓
瑠

．韓
景
使
十
怒
基
口
終
○

∞
．卜
０
　　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
荘
Ｎ

憲
鱒
十
斡
ト
ト
ー
代
く
基
十
ギ

辞
割
抑
―
ふ
や
い
　
へふ
ト
レ
十

製
無
十
球
難
酎
偶

卜は
さ
細
榔
⑤

困
．ベ
ト
（ぶ
翠
Ｇ
で
代
埜
用
）
則

黙
群
瑠

．韓
長
控
十
慧
畳
田
や
○

料
ミ

（ぶ
翠
Ｇ
台
ミ
査
増
）
廻

部
群
瑠

、難
長
髄
十
く
ぶ
□
や
①

【
．〇
ト韓
景
堂
十
く
ぶ
回
や
十
ギ

ぷ
即
蜘
―
ふ
ヽ
い
　
．ふ
ヽ
は
十

製
無
十
球
韓
田
羅

卜は
さ
組
ぷ
○

（ぺ
）
鰹
碑
乖
ゆ
冊
電
尊

ｏ
専
ゅ　
　
　
　
　
　
　
　
製
無

十
駅
韓
副
罹
組
ぷ

卜は
さ
細
ぷ
⑥

ヽ
お
や　
　
　
く
畳
照
常

Ａ回
や
○

ぺ
お
い
　
　
韓
黒
笹
十
慧
畳
口
終

十
駅
韓
副
憾
細
様

卜は
さ
細
ぷ
③

Ｏ
　
因
０
怒
畳
照
照

卜回
博
十
製
難
③

ｏ
、
い
　
　
　
　
　
　
　
　
製
球

十
球
韓
副
偶
細
ぷ

本は
ど
畑
ぷ
⑥

Ｃ
．【
Ю韓
景
饉
十
く
畳
照
常

、回
終
○

∞
お
寸
　
　
　
　
　
　
　
韓
景
笹

十
駅
韓
副
偶
細
ぷ

Ａは
さ
細
ぷ
③

Ｃ
．Ｏ
Ｗ
怒
畳
照
照

（日
終
十
製
郁
③

ｏ
ぶ
対
　
　
　
　
　
　
　
　
製
歌

十
球
韓
酎
穏
細
榔

Ａは
さ
細
林
⑥

い
　
や
い
韓
景
控
十
怒
畳
照
照

Ａ回
や
○

∞
お
寸
　
　
　
　
　
　
　
韓
憲
控

十
球
韓
剖
偶
細
榔

卜は
ぷ
細
ぷ
③

Ｏ
．Ｏ
や
く
ぶ
照
常

、□
や
十
製
球
③

Ｏ
ぶ
ヾ
　
　
　
　
　
　
　
　
製
球

十
蚊
韓
酎
掘
細
ぷ

ぃは
ど
細
部
①

ゆ
．寸
ゆ
韓
Ｒ
笹
十
怒
畳
照
照

Ａ田
や
○

ｏ
ギ
∞
　
　
　
　
　
　
翌
想
副

抑
―
ふ
ヽ
い

．ふ
ヽ
ド
十
盟
雑
③

一
お
∞
　
　
　
く
ぶ
照
照
十
製
球
③

卜
ぶ
ヘ
　
　
　
ギ
辞
酎
抑
―
ふ
や

卜

、ふ
ト
レ
十
駅
韓
は
さ
細
ぷ
⑥

ｏ
、
∞
　
　
　
　
　
く
基
□
や
○

ぃ
。「∞　
　
　
　
　
　
　
　
製
無
⑥

ｏ
ぶ
∞
　
　
　
　
　
黙
墨
□
や
○

（ぺ
）
盟
騨
乖
∞
冊
電
尊

∞
さ
い
　
　
　
ポ
ぷ
副
抑
―
ふ
ヽ

い

Ａふ
ト
レ
十
駅
韓
は
さ
細
ぷ
⑥

崎
ぶ
∞
　
　
　
　
　
く
基
回
や
○

ｏ
専
い
　
　
　
　
　
　
　
翌
部
田

抑
―
ふ
ヽ
い

、ホ
ト
予
十
田
部
③

卜
ぶ
困
　
　
　
ギ
想
酎
抑
―
ふ
や

い

トホ
（
予
十
駅
韓
は
さ
細
様
①

ｏ
雨
∞
　
　
　
　
　
悪
畳
□
や
○

悪
Ｇ
ば
鍵
巡
恭

（神
韻
国
課
襲
Ｒ
田
）

推
判
く
Ｎ
陛
薫

（終
榊
鎌
国
韻
襲
Ｒ
皿
）

推
「
崚
択
榔

（神
掻
肛
）

や
判
く
Ｎ
山
薫

（終
神
振
肛
）

推
「
崚
Ｘ
Ｎ

照
へ
ヽ
１
ふ
Ｋ

Ｇ

　

押

　

想

ト
ー

ふ
Ｋ

′、
―

ふ
Ｋ

ヽ
１

ふ
Ｋ

無
預
収
め
壇
里
襲
駅
Ｇ
碑
廻
　
憮
霞

消防科学と情報
―- 30 -一



怒

訳

基

（ぺ
）
「
本
稲
∞
冊
彊
尊

困
　
【
∞
照
煮
増
畳
ミ
唯
く
代
十
＜

翠
繍
田

（く
Ｇ
神
韻
図
韻
襲
Ｒ

皿
）
慧
還
照
照

本回
や
十
製
無
⑥

ｃ
革
∞
　
　
　
　
　
照
煮
料
畳
ミ

唯
Ｋ
供
十
く
疑
繍
田
十

（く
Ｇ

神
鎌
国
隷
製
Ｒ
皿
）
慧
基
照
照

、口
や
十
球
韓
酎
届
．は
さ
細
ぷ
○

∞
．章
∞眠
や
増
還
ミ
唯
く
供
十
く
輝

蕊
田
十

（く
Ｇ
神
強
眠
）
悪
査

照
照

．□
や
十
求
難
は
ど
細
ぷ
⑥

∞
困
∞
　
　
　
　
　
無
煮
料
査

ミ
噌
Ｋ
末
十
く
輝
編
皿
十

（ヽ

Ｇ
神
振
ＩＥＥ
）
怒
ど
照
照

ぃ回
や
○

困
．困
∞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蛇
い

や
「
ぶ
ミ
曜
Ｋ
代
十
＜
輝
蕊
皿

十
怒
昼
□
や
十
球
難
は
ど
細
ぷ
○

巾
　
〇
∞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逆ド

煮
料
畳
ミ
曜
Ｋ
代
十
く
輝
蕊
皿

十
怒
墨
回
博
十
駅
韓
は
ど
細
榔
○

（ぺ
）
鰹
弾
弔

卜
雛
怪
尊

∞
ぶ
卜　
　
　
韓
ギ
輝
十
韓
景
髄
③

「
専
卜　
　
　
　
　
　
よ
翠
蕊
皿
○

崎
ぶ
卜
　
　
　
韓
く
理
十
韓
景

饉
十
（く
Ｇ
神
嶺
肛
）慧
還
回
や
⑤

ゆ
づ
卜　
　
　
　
　
　
よ
淫
繍
皿
○

ｃ
専
卜　
　
　
　
　
　
よ
裡
蕊
皿
③

Ｏ
「卜　
　
　
韓
ギ
輝
十
韓
景
笹
○

０
ぶ
ｃ
　
　
　
　
　
　
　
　
韓
く

疑
十
韓
憲
笹
＋
く
昼
回
や
十
ギ

想
副
帥
―
ふ
や
ド
　
本ホ
ト
レ
十

製
郎
十
球
韓
田
罹

Ａは
さ
細
ぷ
⑥

べ
‘【卜
　
　
　
　
　
　
よ
裡
繍
皿
○

（ぺ
）
鰹
騨
乖
ゆ
冊
電
〕

∞
　
困ゆ
（く
Ｇ
神
鎌
国
韻
襲
Ｒ
皿
）
慧

畳
照
照

Ａ日
博
十
眠
撃
時
柿
伸

軽
十
ギ
想
酎
蜘
―
ふ
ヽ
い

Ａふ

、
ド
十
球
韓
翻
絡

本は
ど
細
ぷ
③

Ｏ
高
崎
　
　

（く
Ｇ
神
鎌
国
韻
判

Ｒ
皿
）
く
畳
照
照

卜日
博
十
ポ

辞
田
蜘
―
ふ
や
卜

、ふ
、
ｙ
十

製
無
十
球
難
副
罹

ぃは
さ
細
榔
○

の
あ
ゆ
　
　
　
　
悪
畳
回
将
十
翌

想
翻
抑
―
ふ
や
心

【ふ
（
予
十

製
報
十
球
韓
調
偶

（は
ど
細
ぷ
○

【
西
寸
　
　
　
　
く
墨
日
や
十
ギ

ぷ
副
迎
１
ふ
や
卜

〔ホ
（
予
十

製
雑
十
球
難
副
偶

卜は
ど
細
林
○

ｃ
ぶ
寸
　
　
　
　
　
韓
く
輝
十
韓

景
使
十
球
韓
酎
梶

卜は
さ
細
部
③

（ぺ
）
鰹
弾
乖
∞
冊
電
尊

卜
，崎
∞

ギ
想
副
抑
１
ふ
や
い

Ａふ
卜
予

十
球
韓
酎
偶
細
ぷ

Ａは
ぷ
細
ぷ
⑥

Ｃ
．寸
∞

田
部
十
駅
韓
調
偶

．は
ぷ
細
ぷ
○

【
お
い
　
製
報
十
球
韓
は
ど
細
ぷ
○

【
高
∞
　

（く
Ｇ
神
嶺
肛
）
慧
遷

回
や
十
駅
難
田
幅

へは
ど
細
榔
⑥

【
ヽ
∞
　
　
　
　
　
　
眠
選
く
柿

的
軽
十
球
韓
酎
偶

、ほ
ど
細
林
○

∞
む
∞
　
　
　
　
　
　
　
慧
基

□
や
十
求
韓
田
罹

へは
さ
細
ぷ
⑥

∞
む
ф
　
　
賦
選
く
Ｇ
柿
樽
軽
十

製
無
十
球
韓
田
罹

Ａは
さ
細
榔
○

ｏ
お
い
　
国
球
十
球
韓
は
さ
細
ぷ
③

ゆ
　
や
∞慧
畳
固
や
十
球
韓
は
ぷ
細
ぷ
○

ｃ
ｏ
Ｎ
　
製
部
十
球
韓
酎
揺
細
ぷ
⑥

Ｏ
．「∞
　
　
　
韓
く
輝
十
韓
憲
曽
○

悪
Ｇ
ぷ
控
巡
柊

（や
や
報
国
韻
中
Ｒ
皿
）

推
判
ゼ
判

困

（終
神
鑑
柾
）

推
判
ギ
判

べ

推
判
神
荘
選

（伸
妊
製
）
推
却
ぷ
対

照
怠
ト
ー
ふ
Ｋ

Ｇ
　

ヾ
　

ｕ

崎
　

ト
ー

ふ
Ｋ

０
　

ト
ー

ふ
Ｋ

ヽ
　

ト
ー

ふ
Ｋ

∞
　

ト
ー

ふ
Ｋ

。楔
０
剣

密
〕
壇
廻
Ｇ
く
田
Ｇ
Ｖ
Ｑ
製
珊
望
斌
市
Ｇ
科
電
尊
翌
墾
硬
ポ
軍
併
　
（理
）

- 3 1 -
No.221990(秋 季)



福祉 保佐施設  1飲食活

ごィ塚言「
でも欠藩があ卒については図に表わ

擬躍選率騒挙ほゃ
ヽ
陥群詫能声

い。

3 0 ど

24(0

病院 診宗所等   旅鯨 ホテル等

棚
　
的
郷
“

／

「公署    革庫等     工場 作業場   劇場 映     養奮
函館寺

図6 建物用途別にみた火災100件当たり死者数

9)07o605//竹34)05
3 )

は2些‖| ) 泄
位

と

科
学

日本の住宅の火災危険は世界一 ?

図 6を 見て欲しい。これは用途別の火災

100件当たりの死者数 (死者発生率といって

もよかろう)を 比較したものであり,昭 和40

年代には病院等や旅館 ・ホテル等の火災によ

る死者発生率力章最も高かったのに,最近では,

陽気寮火災や松寿園火災で死者発生率が急に

高くなった福祉施設を除けば住宅が最も高

く,病 院等や旅館 ・ホテル等の2倍にもなっ

ている。しかも他の用途の改善傾向が著しい

のに,住 宅については昭和40年代から一向に

改善されておらず,む しろ増加傾向さえ見ら

れるのは極めて大きな問題であろう。

他の用途の建物は,建 築構造,消 防用設備

等,防 火管理体制等が法令の強化等により

着々と改善されてきたのに,そ の問住宅火災

については法令上の手当が全くなされて来な

かったので,あ る意味では当然の結果なのか

図 7 火災100件当たりの死者数の各国比較

注1)カ ナダ,西独については1986年

その他の国については1987年の

値である。

もしれない。

図 7は,消 防白書から作成した火災 (山火

事や車両火災等を含む全火災)100件 当たり

の死者数の各国の比較であり, 日本は欧米諸

国に比べて火災による死者の発生率が一桁高

いこと,図 7を考慮すればその主たる要因は

住宅火災の死者発生率であることなどがわか
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図 8 居住用建物の火災100件当たり死者数日加比較 (1983年)

る。「火災」の定義が各国必ずしも同
一でな

いし,建 物火災に限定していないので,そ の

まま比較するのは妥当ではないと思うが参考

にはすべきだろう。

また,図 8は たまたま手に入ったカナダの

火災統計 (火災の定義や統計の取 り方は日本

と鳳じと考えて良いと思う)を 鳳いて,岨 88

年時点の火災100件当たり死者数の日加比較

を行ったものであるが,共 同住宅等について

も,戸 建て
・連続建住宅についても, 日本の

方がはるかに死者発生率が高いことがおわか

り頂けると思う。

以上の考察からわかることは,最 近の日本

の住宅で火災が発生した場合の人命危険性は

世界でも有数のものであり,ひ ょっとしたら

世界一ではないか, ということであり,住 宅

火災についても何らかの人命危険防止対策を

講ずべき時に来ているということであろう。

住宅防火元年

住宅火災についてこのように考えてくる

と,我 々が今後
「住宅防火」について講じて

いかなければならない方法論も見えてくる。

①何も対策を講じなかった場合の10年後,

20年後の火災による死者数の予測と,対

策を講じることによる日標値の設定

②報告書に基づき, 日標値を達成するため

の各対策の実施目標準の設定

③住宅防災診断ソフトの開発及び普及 (消

防機関への配布等)

④消防機関等により,高齢者住宅を中心と

した住宅防災診断の実施

⑤報告書の提起する住宅防火対策のノウハ

ウについての教育 ・普及

⑥住宅防災横終等についての必要な技術開

発 (安価な機種の開発を含む)

④各住宅で住宅防火対策を実施し易くする

ための環境の整備

・住宅防災機器等の販売ル
ートの確立

・良い住宅防災機器等を選択し易くする

ためのシステムの構築

・融資,税 制面等による推進策の実施

このような対策を総合的に推進していくこ

とにより,住 宅火災による死者の発生危険を

劇的に減少させていこうというのが
「住宅防

火」の意味であり,消 防庁では今年を
「住宅

防火元年」と定めて, まさに今年からこのよ

うな対策を積極的に始めようと考えているの

である。
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